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１．はじめに
協議会設立の背景や課題、取組の概要を記載

２．本協議会の構成員
肱川に関係する大洲市、愛媛県、気象庁、四国地方整

備局の構成員を記載

３．肱川の概要と主な課題
河川の特徴、昭和18年の災害、平成16年、平成17年の

災害および想定最大規模降雨による洪水浸水想定、これら
を踏まえた主な課題を記載
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４．現状の取組状況



● 課題
・想定最大規模降雨における洪水浸水想定区域等について、住民にどのような現象による
浸水想定であるか理解を深めて貰う必要がある。

・肱川上流部分の浸水が想定される区間（指定区間）の想定最大規模降雨による洪水浸水
想定等が作成されていない。 3

４．現状の取組状況

① 情報伝達、避難計画等に関する事項
『リスク情報の周知』、『洪水時における河川管理者からの情報提供等の内容及びタイミン
グ』、『避難勧告等の発令基準』、『避難場所、避難経路』、『住民等への情報伝達の体制
や方法』、『避難誘導体制』

○現状
・肱川及び矢落川において、計画規模降雨及び想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域

を指定等し、大洲河川国道事務所のweb等で公表している。



● 課題
・洪水予報等の防災情報の意味やその情報による対応が住民には十分認知されていないこ
とが懸念される。

・大雨・暴風により防災行政無線が聞き取りにくい状況がある。
・計画規模降雨を超える洪水に対する具体的な避難誘導及び要配慮者の避難体制の構築が
できていない。 4

４．現状の取組状況

① 情報伝達、避難計画等に関する事項
『リスク情報の周知』、『洪水時における河川管理者からの情報提供等の内容及びタイミン
グ』、『避難勧告等の発令基準』、『避難場所、避難経路』、『住民等への情報伝達の体制
や方法』、『避難誘導体制』

○現状
・避難勧告の発令判断の目安となる氾濫危険情報の発表等の洪水予報を、大洲河川国道事
務所と気象台の共同で実施している。

・防災行政無線によるサイレン吹鳴及び避難勧告等の放送等を実施している。

風雨などの騒音氾濫危険水位の設定及び情報提供



● 課題
・河川巡視等で得られた情報について、水防団等と河川管理者で共有が不十分であり、適
切な水防活動に懸念がある。

・想定最大規模降雨による洪水の場合、現在備蓄している水防資機材での水防活動では対
応不可能であり、また、避難活動に必要な資機材の整備もできていないことから、適切
な水防活動の実施に懸念がある。 5

４．現状の取組状況

② 水防に関する事項
『河川水位等に係る情報提供』、『河川の巡視区間』、『水防資機材の整備状況』、『市庁
舎、災害拠点病院等の水害時における対応』

○現状
・出水期前に、自治体、水防団等と重要水防箇所の合同巡視を実施している。また、出水
時には、水防団等と河川管理者がそれぞれ河川巡視を実施している。

・防災ステーション、各機関の水防倉庫等に水防資機材を備蓄している。

河川巡視状況肱川の巡視区間（直轄）

肱川の備蓄資材配置図（直轄）



● 課題
・現状の配置計画では、今後想定される大規模浸水に対し、確実な住民避難や早期の社会
機能回復の対応を行えない懸念がある。

・想定最大規模降雨による洪水の場合、樋門や雨水ポンプ場等自体が浸水し、機能停止に
なる可能性がある。 6

４．現状の取組状況

③ 氾濫水の排除、施設運用等に関する事項
『排水施設、排水資機材の操作・運用』、『既存ダムにおける洪水調節の現状』

○現状
・排水ポンプ車や照明車等の災害対策車両・機器等において、平常時から定期的な保守点
検を行うとともに、機械を扱う職員等への訓練・教育も実施し、災害発生による出動体
制を確保している。

照明車 排水ポンプ車配置及び出動予定箇所

排水ポンプ車



● 課題
・無堤地区や計画断面に対して高さや幅が不足している堤防があり、洪水により氾濫するおそれ
れがある。

・計画規模降雨を超える洪水の場合、無堤地区や計画断面に対して高さや幅が不足している堤防
があり、少しでも避難時間を確保できる状況となっていない。 7

４．現状の取組状況

④ 河川管理施設の整備に関する事項
『堤防等河川管理施設の現状の整備状況及び今後の整備内容』

○現状
・洪水を安全に流下させるよう堤防整備に併せて、洪水調節能力を増強させるために鹿野川ダム
改造事業と山鳥坂ダム建設事業を推進している。

・計画断面に満たない堤防に対し、早期に嵩上げを実施するため、下流から堤防整備を推進して
いる。

段階的な嵩上げイメージ

山鳥坂ダムの建設
鹿野川ダム改造事業による洪水調節容量の増強

計画高に満たない
堤防の嵩上げイメージ
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５．減災のための目標



※手のひらのような、洪水が集中しやすい地形の特徴･･･支川が多く洪水が集中しやすい、流れにくい、吐
けにくい地形。

※大規模水害･･･「現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る洪水」を対象とする。

※逃げ遅れゼロ･･･ハード対策、ソフト対策を実施することによって洪水に対して安全な場所へ逃げ切ること
ができる状態。

（１）円滑かつ迅速な避難行動のための取組

（２）洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活
動等の取組

（３）社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用の強化

9

５．減災のための目標

■５年間で達成すべき目標

手のひらのような、洪水が集中しやすい地形の特徴を踏まえ、肱川で
発生しうる大規模水害に対し、「逃げ遅れゼロ」や防災機能の維持を含
む「社会経済被害の最小化」を目指す

■目標達成に向けた３本柱の取組
河川管理者が実施する堤防整備等、洪水を河川内で安全に流す対策に加え、以下の取組を

実施。
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【補足説明】
以下のとおり、各々の定義により使い分けを行い、表記します。

・・・整備途上の段階である河川管理施設に対し、その施設能力を大幅に上回る洪水
及び計画されている施設能力では防ぎきれない洪水であり、想定最大規模降雨
による洪水も含む。
なお、本取組方針において、以下の用語の記載の無いものは、この定義による
ものとする。

計画規模降雨による洪水

想定最大規模降雨による洪水

計画規模降雨を超える洪水

現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る洪水

・・・基本高水流量の設定の前提となる年超過確率1/100の規模の降雨による洪水を
対象とする。

・・・基本高水流量の設定の前提となる年超過確率1/100の規模の降雨を超える降雨
により発生する洪水を対象とする。

・・・現時点で想定し得る最大規模の降雨により発生する洪水を対象とする。
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６．概ね５年で実施する取組



６．概ね５年で実施する取組

１）ハード対策の主な取組
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■洪水を河川内で安全に流す対策
〈肱川〉
・惣瀬箇所の堤防整備
・小長浜箇所の堤防整備
・東大洲箇所外6箇所の段階的嵩上げ
・旧堤撤去による流下能力不足解消
・鹿野川ダムの改造

〈久米川〉
・久米川工区の段階的嵩上げ

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
・早期に氾濫が発生する地区に対して、洪水時の避難勧告等の発令判断に活用する水位計の整備
・肱川減災対策計画に基づく排水路の整備
・避難行動に必要な映像提供を考慮したCCTVカメラの配置計画の検討を実施
・光ファイバーの二重化、架空区間の埋設化の検討を実施
・堤防天端を活用した緊急輸送路の整備及び避難路としての活用運用整備
・水防活動の迅速化、水害対策に活用できるよう「土のうステーション」を整備
・計画規模降雨を超える洪水において、樋門等を活用した早期排水を行うため、浸水等による樋門等の
機能停止を回避するための施設強化の検討及び排水機場の整備の検討

※現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る洪水に対しては、避難時間の確保にも
資する対策として実施



２）ソフト対策の主な取組

６．概ね５年で実施する取組

①円滑かつ迅速な避難行動のための取組
■情報伝達、避難計画等に関する取組

・避難行動等に必要な情報提供内容の検討及びその情報によるリアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の
発信及び連絡網の整備

・避難勧告に着目した防災行動計画（タイムライン）における関係機関の連携状況等を踏まえた精度向上
及び訓練の実施

・計画規模降雨を超える洪水を対象としたタイムラインの作成及び訓練の実施
・計画規模降雨を超える洪水も対象とした近隣市町との広域避難に関する調整、避難経路の検討
・計画規模降雨を超える洪水も対象とした浸水地区の避難所、避難経路等の検討
・洪水予報文の改良
・想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域の指定及び浸水シミュレーション、家屋倒壊等氾濫想定区域の
公表

・ハザードマップ（統合型防災マップ）の改良・周知
・現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る洪水に対する被害軽減のための「災害・避難カード」の取組
・情報伝達手段の多重化としてのコミュニティFM放送の整備、防災ラジオ配布の検討を実施
・計画規模降雨を超える洪水を考慮した災害対策拠点における浸水対策及び代替施設の検討

■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組
・避難を促す緊急行動のトップセミナーの開催及び共同点検の実施
・情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の現象」等の改善
・効果的な「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報や資料を作成・配布
・小中学校及び自治会等における洪水被害の歴史等を踏まえた水災害教育を実施
・ダム操作に関する地元関係者への周知
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２）ソフト対策の主な取組

６．概ね５年で実施する取組

②洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活動等の取組
■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組
・水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施
・水防連絡会等による水防団との共同点検等の実施及び重要水防箇所の精査・見直し
・水防団・自主防災組織・消防署等の関係機関が連携した水防訓練の実施
・洪水での河岸侵食等も考慮した、水防用資機材の配置計画の見直し及び広域支援の検討
・巡視員の安全性確保やリスクの高い箇所を含めた巡視計画の見直し及び樋門操作員等の安全確保に関する避
難基準等の検討

・計画規模降雨を超える洪水を考慮した水防拠点の代替施設の検討

■要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組
・要配慮者利用施設、関係各課と連携した情報伝達訓練及び避難訓練の計画の検討を行うとともに、避難確保
計画の作成に向けた支援の検討を実施

・大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動

③社会経済活動を取り戻すための排水活動及び施設運用の強化
■排水活動及び施設運用の強化に関する取組
・浸水被害確認システムによる内水状況の共有
・現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る洪水による浸水想定も考慮し、排水機場、樋門、排水路等の情報

共有、排水ポンプ車及びポンプ排水委託の最適な配置も踏まえた排水計画及び広域支援の検討を実施
・排水ポンプ車等による訓練の実施
・ダムの容量を有効活用するためのダム操作について判断基準、操作ルール等の検討を実施
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この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分の1地形図を複製したものである。（承認番号 平19四複、第5号）

洪水を河川内で安全に流す対策

久米川
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〈肱川〉惣瀬箇所の堤防整備【平成30年度】、小長浜箇所の堤防整備【平成32年度】
東大洲箇所外6箇所の段階的嵩上げ【平成30年度】
旧堤撤去による流下能力不足解消【平成28年度】、鹿野川ダムの改造【平成30年度】

〈久米川〉久米川工区の段階的嵩上げ【平成30年度：愛媛県】

鹿野川ダム改造事業 全体計画

洪水を河川内で安全に流す対策 位置図

※現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る洪水に対
しては、避難時間の確保にも資する対策として実施
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○堤防天端を活用した緊急輸送路の整備及び避難路としての活用運用整備
【平成30年度：四国地整】

○水防活動の迅速化、水害対策に活用できるよう「土のうステーション」を整備
【平成28年度：大洲市】

○計画規模降雨を超える洪水において、樋門等を活用した早期排水を行うため、浸水等によ
る樋門等の機能停止を回避するための施設強化の検討及び排水機場の整備の検討

【平成28年度：大洲市、愛媛県、四国地整】

避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

緊急輸送路の整備 土のうステーションの整備

施工前 施工後

７ｍ

４ｍ
４ｍ

樋門等の施設強化の検討

都谷川排水樋門 都谷川排水樋門（機械室）
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情報伝達、避難計画等に関する取組

緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信

○避難行動等に必要な情報提供内容の検討及びその情報によるリアルタイムの情報提供やプッ
シュ型情報の発信及び連絡網の整備 【平成28年度：大洲市、愛媛県、四国地整】

国土交通省では、「水防災意識社会 再構築ビジョン」のもと、流域住民の主体的な避難を促進するため、平成２８
年９月から、国が管理する２河川（鬼怒川、肱川）の流域自治体（茨城県常総市、愛媛県大洲市）において、携帯電
話事業者が提供する「緊急速報メール」を活用した洪水情報のプッシュ型配信を開始する。

大洲市へ配信される
肱川の洪水情報の例

洪水情報のプッシュ型配信イメージ



18大洲市の統合型防災マップ

情報伝達、避難計画等に関する取組

○避難勧告に着目した防災行動計画（タイムライン）における関係機関の連携状況等を踏ま
えた精度向上及び訓練の実施 【平成28年度から実施：大洲市、愛媛県、四国地整】

○計画規模降雨を超える洪水を対象としたタイムラインの策定及び訓練の実施
【平成28年度から実施：大洲市、愛媛県、四国地整】

○計画規模降雨を超える洪水の対応も含めた浸水地区の避難所、避難経路等の検討
【平成28年度：大洲市、四国地整】

○想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域の指定及び浸水シミュレーション、家屋倒壊等氾
濫想定区域の公表 【平成28年度：四国地整】

○ハザードマップ（統合型防災マップ）の改良・周知
【平成28年度から検討実施：大洲市、愛媛県、四国地整】

※大洲第2観測所水位については、平成１６年８月実績洪水を用いている。

タイムラインの高度化及び訓練 ハザードマップの改良・周知



19

情報伝達、避難計画等に関する取組

○現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る洪水に対する被害軽減のための「災害・避難カー
ド」の取組 【平成28年度：大洲市、愛媛県、気象台、四国地整】

6月9日
幹事会開催

8月28日
第１回ワークショップ

ワークショップを
数回開催

災害・避難カード
作成

スケジュール

※内閣府ｳｪﾌﾞｻｲﾄより※内閣府ｳｪﾌﾞｻｲﾄより

内閣府が実施している「災害・避難カード」モデル事業について、三善地区が今年度モデル地区として選定された。
三善地区自主防災組織が主体となり、住民自らが「災害・避難カード」を作成できるようにするためにワークショッ
プ等を開催。今後、ワークショップ等を数回開催し、三善地区の災害・避難カードを年度内に作成する予定。

みよし

災害・避難カードモデル事業



20

首長も参加した緊急避難行動を促
すセミナーの実施

広報用資料の作成

平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○避難を促す緊急行動のトップセミナーの開催及び共同点検の実施
【平成27年度から毎年実施：大洲市、愛媛県、四国地整】

○情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の現象」等の改善 【平成29年度：気象台】
○効果的な「水防災意識社会」の再構築に役立つ広報や資料を作成・配布

【引き続き実施：大洲市、愛媛県、四国地整】

警報等を解説・見える化する

危険度を色分けした時系列
今日 明日

9時 12時 15時 18時 21時 00時 03時 06時 09時

大雨

雨量（mm） 10 30 50 80 50 30

（浸水害）

（土砂災害）

洪水

風
陸上（m/s） 15 20 20 25 20 20 15 12 12

海上（m/s） 20 25 25 30 25 25 20 15 15

メッシュ情報
高

危
険
度

低

危険度の高まるタイミングやエリアを確認

気象庁が提供する気象情報等の活用

洪水注意報・
警報の情報を補
足する情報とし
ての視覚的な
メッシュ情報を
提供

トップセミナーの実施（H27.10.19）

大洲市チラシ

愛媛県チラシ



○若宮地域自主防災組織では、新に住まわれた人や世代交代などにより意識が薄れていることを懸念し、独自に
DVDを作成。大洲河川国道事務所もDVD作成に協力。

○若宮地域自主防災組織主催でDVDの上映と住民説明会（意見交換会）を開催。大洲市と国土交通省は、説明会に
参加し質問に対する回答や助言を実施。
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平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組

○小中学校及び自治会等における洪水被害の歴史等を踏まえた水災害教育を実施
【引き続き実施：大洲市、愛媛県、四国地整】

日 時 平成28年7月27日 19：00～20：30

場 所 大洲市肱北公民館 若宮分館 ２階大ホール

主催者 若宮地域自主防災組織（若宮地域自治会）

参加者 若宮地域自主防災組織、若宮地域住民（約80名）、

大洲市、大洲河川国道事務所

DVD上映・意見交換会の様子

自主防災組織自ら過去の
証言をいれながらDVDを作成

意見交換会での意見等 国・市からの回答等

・想定最大規模の降雨であれ
ば、避難先はどうすればよ
いのか。

・ハード面での整備も大事だ
が、避難方法や避難行動を
大洲市や国交省で考えて欲
しい。

・近県でこの様な降雨がある
ということは、大洲でも起き
る可能性はある。たまたま
最近災害がない、地震もな
い。九州等他の地域は甚大
な被害であるため、安心し
てはいけない。

・今回の想定は、水防法の改定で
公表することとなった。

肱川においても国（気象台含む）・
県・大洲市と減災対策協議会を設
立して協議している。

・当該地区では、10m以上浸水す

るため高いところへの避難になる
が、道路や土砂災害の情報も必
要であり、今後避難計画の立案
が必要となる。

・想定最大だけでなく計画規模、近
年の大出水や通常の出水にも気
をつけて欲しい。防災に関して、
国、県、市で情報を出しているた
め活用して欲しい。

若宮地域自主防災組織の取組状況
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関係機関が連携した水防訓練の実施水防団、住民との共同点検

水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

○水防連絡会等による水防団等との共同点検等の実施及び重要水防箇所の精査・見直し
【引き続き毎年実施：大洲市、愛媛県、四国地整】

○水防団・自主防災組織・消防署等の関係機関が連携した水防訓練の実施
【引き続き毎年実施：大洲市、愛媛県、四国地整】

○計画規模降雨を超える洪水を考慮した水防拠点の代替施設の検討
【平成28年度から検討実施：大洲市、四国地整】

関係機関との訓練状況

重要水防箇所の共同点検状況

現在の水防拠点（防災ステーション）
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要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組

○要配慮者利用施設、関係各課と連携した情報伝達訓練及び避難訓練の計画の検討を行うと
ともに、避難確保計画の作成に向けた支援の検討を実施

【平成28年度から順次計画：大洲市、愛媛県】
○大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動 【平成28年度：大洲市】

災害情報提供のチラシ等による啓発要配慮者の支援対策

出典：大洲市地域防災計画 風水害等対策編 平成27年3月
大洲市防災会議 P.72-74

大洲市チラシ等による啓発
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排水ポンプ車の訓練

大洲市による西大洲地区のポンプ排水状況

排水活動及び施設運用の強化に関する取組

○浸水被害確認システムによる内水状況の共有 【実施中：大洲市、四国地整】
○現状の河川管理施設の能力を大幅に上回る洪水による浸水想定も考慮し、排水機場、樋門、

排水路等の情報共有、排水ポンプ車及びポンプ排水委託の最適な配置も踏まえた排水計画
及び広域支援の検討を実施 【平成28年度から検討実施：大洲市、四国地整】

○排水ポンプ車等による訓練を実施。 【毎年実施：四国地整】

ポンプ委託排水の実施
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７．フォローアップ



○今回の取組方針については、平成28年5月30日に公表された想定最大規模降雨による洪水浸水想定等
を踏まえ、改めて取組方針の見直しを実施し、取りまとめたものである。

○各機関の取組内容については、必要に応じて、防災業務計画や地域防災計画、河川整備計画等に反映
することなどによって責任を明確にし、組織的、計画的、継続的に取り組むことが重要である。

○原則、本協議会を毎年出水期前に開催し、取組の進捗状況を確認し、必要に応じて取組方針を見直す
こととする。また、実施した取組についても訓練等を通じて習熟、改善を図るなど、継続的なフォ
ローアップを行うこととする。

○今後、全国で作成される他の取組方針の内容や技術開発の動向等を収集した上で、随時、取組方針を
見直すこととする。
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計画

実行
点検

改善

フォローアップ




